
経営学関係学部 ・学科における

教育活動の「特色」とその傾向
一一 東京都 ・神奈川県下の私立大学の'99年 度 『大学案内』よ り

鈴 木 そ よ 子

は じ め に

大学設置基準の大綱化 と並行 して,各 大学の 「個性」が強 く求められてい

る今 日,そ れぞれの大学 ・学部 ・学科では,自 らの教育活動の 「特色」をど

のように捉えているのだろうか。 どのような点 に力点を置いた教育活動 を展

開 しようとしているのだろうか。

この ような問題意識に基づいて,大 学の現状についての調査 をはじめた。

本稿では,そ の第一段階の報告 として,'99年 度 『大学案内』紙上の大学の教

育活動の紹介か ら見出す ことのできる 「特色」の傾向を整理 し,検 討する。

大学自らが捉 えている学部 ・学科の 「特色」を知 る資料 として 『大学案内』

を選んだのは,大 学 ・学部 ・学科の教育の特徴 を明確に描 き出し
,ア ピール

するために作成 された ものが 『大学案内』であるか らである。学部 ・学科の

教育活動のなかから,大 学や学部が特に強調 したいポイ ン ト,あ るいはキー・

コンセプ トを把握す るために最適な資料だ と考えた
。

『大学案内』か らわか るのは,学 部 ・学科の教育活動の一部分 に過 ぎない

が,こ の点は問題 としない。 ある大学の 『大学案内』で,「 特色」として大 き
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く取 り上 げられている教育活動が,他 の大学の 『大学案内』では,同 様な教

育活動を行 っていなが らも,省 略 されている場合 もあるだろう。 また,内 容

の細部については説明のない場合 もある。 したがって,本 稿 で整現 分析 し

ていることが,教 育活動のすべてではない という点 を確認 した上で,本 稿で

は,大 学 ・学部 自らが何 を 「特色」 と見ているのか という視点か ら 『大学案

内』 を検討する。

検討対象は,私 立大学のうち,東 京都 ・神奈川県下の大学 に焦点をあて,

さらに学部選択については,経 営学関係学部 ・学科に絞 った。地域的な設定

については,本 学 との環境,状 況,条 件の共有性 に重点 を置 き,学 部 ・学科

の設定については,本 学部 との関連性 を重視 した。検討対象 となる大学数 は

32校 。 これらの大学には,経 営学 あるいは国際経営学を学ぶ課程が,学 科あ

るいはコース として設置 されている。 これ らの他にも,情 報科学や国際関係

学関係の学部 のなかに,経 営学に関係する学科 ・コースが設置 されている場

合 もあるが,今 回の検討対象 とはしていない。

本稿 において 「教育活動」は,科 目を中心 とした教育内容 ・方法 に限らず,

学生が関わ る行事や国際交流 も含めて,学 部 ・学科の営みに関わる事柄 を広

く含む言葉 として用いる。

本稿で 「特色」 として整理 している項目 と 『大学案内』の記述の関係 につ

いては,そ の多 くが,各 大学の 『大学案内』において,「 特色」や 「特徴」と

題 されてまとめられている内容である。ただ,『 大学案内』の形式は多様であ

り,必 ず しもこの ように明確 にまとめられていない場合は,筆 者の判断によ

り記述内容を整理・分類 した。さらに,「 学部教育の特色」 とまとめられてい

て も,教 育理念のレベルでまとめられているものか ら,カ リキュラムや教育

実践 レベルでまとめられているもの まで多様であ り,記 述内容によって,で

きるだけ共通の レベルの内容で比較できるように整理 した。

学部 ・学科の 「特色」を整理する上での判断の難 しさは,ま ず大学全体の

教育体制の共通基盤があり,そ れに基づいて学部教育があ り,さ らに学科教
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育があるため,広 く特徴 を捉 えようとすると,大 学全体の教育体制の比較に

な らざるを得ない点にある。 この点 に関 して,今 回の調査では,学 科教育 を

中心 に置 き,更 に学部教育,こ れ らとの関連で どうして も欠かせない内容 に

ついて,全 学の体制 も検討対象 とす るという方法 をとった。

本論では,ま ず教育活動の 「特色」の傾向を概観 し,そ のなかか ら,調 査

対象学部 ・学科の共通 した傾向であるカ リキュラムの自由性 ・融通 性,少 人

数教育 と演習,セ メスター制度 について資料を提示 しながら検討する。

1検 討対 象 とす る学部 ・学科

今回の調査では,経 営学関係の学部 ・学科 を設置 している,東 京都 ・神奈

川県下の43大 学から'99年 度 『大学案内』,入 学試験関係資料,学 部紹介や開

講科 目一覧関係資料 を得た。 これ らの資料 を検討 した上で,今 回の検討対象

を32校 に絞 った。「表1検 討対象 とする大学 ・学部 ・学科 ・コース等0覧 」

にある大学が,資 料を収集 した大学名であ り,()を 付 している大学は,今

回の検討対象 となっていない大学である。

表1の 最初の数字 は資料整理上の大学番号であ り,本 論Ilの 番号 と一致 し

ている。大学名 ・学部名 ・学科名 ・コースや履修モデルの順序で整理 してい

るが,対 象 となる学部 について,学 部内のすべての学科 をあげ,そ の うち,

直接的な検討対象 とする学科に○を付 し,太 字で表わ した。 コースや履修モ

デルは,こ の検討対象 としている学科のなかのコースや履修モデルである。

なお本論llで,数 字 と大学名 を記 して,資 料 を引用 し,ま とめているが,

その内容 は,「 全学」「・・学部」 という断 りがない限 り,検 討対象 としてい

る学科 を示 している。
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表1検 討 対 象 とす る大 学 ・学 部 ・学 科 ・コー ス等 一 覧('99年 度)

1青 山 学院 大 学 ・国 際政 治 経 済 学部=国 際 政 治 学 科,国 際経 済 学 科,○ 国際

経 営 学 科:学 部 内3コ ー ス グ ローバ ル ・ガバ ナ ン ス ・コース,フ ァイ

ナ ンス ・コー ス,国 際 コ ミュニ ケ ー シ ョン ・コー ス

2亜 細 亜 大 学 ・経 営 学 部:○ 経 営 学 科:6つ の履修 モ デ ル コー ス 企 業 と

産 業 社 会 コー ス,企 業 経 営 コー ス,人 と組 織 コー ス,マ ー ケ テ ィング コー

ス,会 計 コー ス,ホ ス ピタ リテ ィ ・ビ ジネ ス特 別 コー ス

3桜 美 林 大 学 ・経 営 政 策 学 部:○ ビジ ネ ス マ ネ ー ジ メ ン ト学 科:経 営 政 策 ・

管 理 コ,__,_.ス,国際 ビジネ ス コー ス,経 営 ・経 済 関 係 法 コー ス,社 会 福 祉 マ

ネ ー ジ メ ン トコー ス,ホ ス ピタ リテ ィマ ネ ー ジメ ン トコース

4神 奈 川 大 学 ・経 営 学 部:○ 国際 経 営 学科:マ ネ ジ メ ン トコー ス,コ ミュニ

ケ ー シ ョン コー ス,環 境 コー ス

5関 東学 院 大 学 ・経 済 学 部:経 済 学 科,○ 経 営 学 科:経 営 コー ス,経 営 情 報

コー ス,会 計 コー ス,商 学 コー ス

6杏 林 大 学 ・社 会 科 学 部:社 会 科 学 科=国 際政 経 コー ス,○ 経 営 情 報 コー ス,

法 律 政 治 コー ス

(7慶 癒 義 塾 大 学)(8國 學 院 大 学)(9国 際基 督 教 大 学)

m国 士 舘 大 学 ・政 経 学部1部:政 治 学 科,経 済 学 科,○ 経 営 学科:経 営 学 コ

ー ス,会 計 学 コ ー ス

11駒 澤 大 学 ・経 営 学部=○ 経 営 学 科

12産 能 大 学 ・経 営 情 報 学 部=○ 経 営 学 科,情 報 学 科:5つ のモ デ ル プ ラ ン

プ ラ ンM1▼ 経 営 機 能 の 特 定 分 野 に関 す る戦 略 ・知識 ・技能 を学 ぶプ ラ

ン,プ ラ ンM2▼ 企 業 経 営 に関 して全 般 的 ・総 合 的 に学 ぶプ ラン,プ ラ ンM3

▼ 企 業 経 営 の国 際化 の側 面 につ い て学 ぶ プラ ン,プ ラ ンM4▼ 管 理 シス テ

ム の デ ザ イ ンお よび改 善 の方法 につ いて学ぶ プ ラ ン,プ ラ ンM5▼ 情 報 化

に対 す るユ ー ザ サ イ ドか らの アプロー チの方法 を学 ぶプ ラン
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13上 智大学 ・経済学部:経 済学科,○ 経営学科

(f4昭 和音楽大学)

15成 躁大学・経済学部:経 済学科,○ 経営学科:両 学科 にわたる国際社会 コ

ー ス

16成 城大学 ・経済学部:経 済学科yO経 営学科

17専 修大学 ・経営学部:○ 経営学科,情 報管理学科

18創 価大学 ・経営学部:○ 経営学科

f9大 東文化大学・経済学部:経 済学科,○ 経営学科:4つ の履修モデル コー

ス ビジネスコース,会 計 ・財務 コース,マ ーケティング ・国際 ビジネ

スコース,マ ネジメン ト。インフォメー ションサイエンスコース

Zo高 千穂商科大学 ・商学部:商 学科,○ 経営学科

21拓 殖大学・商学部:○ 経営学科,貿 易学科:経 営 コース,会 計 コース,経

営情報 コース,流 通 コース

22多 摩大学 ・経営情報学部:○ 経営情報学科

(23玉 川大学)

24中 央大学 ・商学部:○ 経営学科,会 計学科,商 業 ・貿易学科,金 融学科

(25帝 京大学)

zs東 海大学・政治経済学部:政 治学科,経 済学科,○ 経営学科:経 営管理 コ

ース
,経 営情報 コース,国 際経営 コース

27東 京経済大学・経営学部:○ 経営学科,流 通マーケティング学科:経 営管

理 コース,企 業総合 コース,会 計 コ0ス

(28東 京農業大学)

29東 京理科大学 ・経営学部:○ 経営学科:会 計学 コース,経 営管理 コ0ス,

管理科学 コース,経 営情報 コース

30東 洋大学 ・経営学部:○ 経営学科,商 学科

(31二 松学舎大学)

32日 本大学 ・商学部:商 業学科,○ 経営学科,会 計学科
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(33文 教 大 学>

34法 政 大学 ・経 営 学 部:○ 経 営 学 科:経 営 ・総 合 コー ス,経 営 ・基 礎研 究 コ

ー ス,経 営 ・情 報 コー ス,経 営 ・国 際 コー ス

参 考 ・経 済 学部:経 済 学 科

35武 蔵 大 学 ・経 済 学部:経 済 学 科,○ 経 営 学 科,金 融 学 科

36明 治 大 学 ・○経 営 学 部

37明 治 学 院 大 学 ・経 済 学 部:経 済 学 科,○ 経 営 学 科:国 際化 コー ス,情 報 コ

ー ス ,環 境 コー ス

(38明 星大 学)(39横 浜 商 科 大 学)

40立 教 大 学 ・経 済学 部:経 済学 科,○ 経 営 学 科

41立 正 大 学 ・経 営 学 部:○ 経 営 学科:戦 略経 営 コー ス,情 報 シ ス テム 学 コー

ス,ビ ジネ ス コ ン トロー ル コー ス,マ ー ケ テ ィン グ コー ス

42和 光 大 学 ・経 済 学 部:経 済 学 科,○ 経 営 学科:コnレ ー ト・マ ネ ジ メ ン

ト ・コー ス,シ ス テム 。マ ネ ジ メ ン ト ・コー ス

43早 稲 田大 学 ・商 学 部:○ 経 営 コー ス,会 計 コー ス,商 業 ・貿 易 ・金 融 コー

ス,経 済 ・産 業 コー ス,総 合 ・学 際 コー ス

II教 育活動 の 「特 色」 とその傾 向

今回の調査において検討対象 とした経営関係学部 ・学科 における教育活動

の 「特色」の傾向は,次 の7点 にまとめることができる。

1.カ リキュラムの自由性,融 通性

2.少 人数教育

3.セ メスター制度の導入

4.コ ンピュータ教育 と設備の充実

5.特 徴的な授業や教育実践(現 役の企業人 による特別講義,イ ンターン
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シップ,企 業 シミュレーション等)

6.国 際交流センター等が中心になって進める全学規模での国際交流の活

発化(特 に,海 外留学 と4年 卒業の両立)

7.学 部教育に関わ る資格取得のためのサポー ト体制

このような 「特色」の全体傾向の中か ら,第1 ,2,3点 について,具 体的に

述べ る。

1.カ リキュラムの自由性,融 通性

この点は,大 学設置基準の大綱化の要で もあ り,1990年 代の半ばか ら新 カ

リキュラムを実施 している学部 ・学科においては,受 験生への大 きなセール

ス ・ポイン トとして打ち出 している点である。

ここでいう 「カ リキュラムの自由性,融 通性」は,け っして多様 なコース

があるという意味 にとどまるものではな く,学 生が選択できる 「自由性,融

通性」を意味 している。 この具体例 を整理すると次の7点 になる。

① ある学科に入学後i学 科変更することな く,他 学科 ・他学部の専門授

業 を履修で きるよう自由選択科 目を多 くする。

② 副専攻 を設 けて,こ れ らの専門科 目単位 をまとまりのある学習成果 と

して認定する。

③ コース選択によって履修科 目を限定するのではな く,学 生が まとまり

のある履修をするための一つの目安 と位置付 けてお り,コ ース選択後の

関心の変化や学生の進めたい学習 とコース内容のずれを学生が修正で き

る。

④ 必修科 目は,専 門科目のうち,最 低限の科 目に限定 し,学 生が選択で

きる科 目の幅 を大 きくする。

⑤ カ リキュラム区分の工夫により,旧 一般教育科 目において,従 来の学

問区分に とらわれない科 目を設定 し,問 題関心に合わせて,1年 次か ら

4年 次 までのいつで も履修できる。
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⑥ 専門教育科目については,1・2年 次から選択科 目を配置 し,希 望者

は早期か ら専門的な学習 を進められる。

⑦ 外国語の履修 は,第___.外 国語 ・第二外国語の区分を取 り去 り,学 生が

履修 したい外国語 を中心 に履修で きる。

2.少 人数教育

検討対象学部 のほ とんどが 「少人数教育」を学部 ・学科紹介のキー ・コン

セプ トとしている。 これまでの私立大学=マ スプロ教育のイメージを払拭 し

ようとしてお り,ま た,高 等学校教育 まで1ク ラス単位での教育 を受 けてき

た受験生 にとって,「 少人数教育」が大 きな魅力になるとの判断によるのだろ

う。『大学案内』では,科 目ごとの履修状況 に触れているわけではないので,

一般科目の状況については今後の調査 に譲 るが,こ こでは,少 人数教育 を担

う科目 として演習(ゼ ミナール)関 係科 目がクローズアップされている点に

注 目したい。「大学教授 と少人数の学生が身近 に語 り合 う」,「相談相手 にな

る」,「テーマを持 った学習をする」等がキャッチフレーズになっている。そ

して,「 ゼ ミナールは大学教育の要」という位置付 けが,検 討対象大学の共通

認識 として示 されている。

演習科目は,1年 次段階の科 目と2年 次以降の科目に分けられる。1年 次

の演習の性格 は多様であ り,大 学教育入門編か ら,教 養ゼ ミナール,専 門ゼ

ミナールの入門編 としての性格 を持つ ものまで幅広い。2年 次の演習は,大

多数の学部 において,卒 業論文につながる研究の場 として位置付 けられてい

る。3・4年 次の演習や卒業研究の科 目はごく一・般的に設 けられている。

旧来の大学像ならば,演 習関係科 はすべて必修であり,卒 業論文 も必修 と

考 えられるのだが,こ れ らがすべて必修の学部 は 『大学案内』の範囲でわか

る限 り,ご く少数の大学 に限定され る。ほとんどの大学がy1年 次から4年

次 まで設定 されている演習科目について,選 択科 目の位置付 けであ り,必 修

科 目になっている場合 も,こ れらのうち,特 定の学年だけを必修 にするとい
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う学部 ・学科が多い。

演習によって実践 されている 「少人数教育」 とは,学 生が少人数教育を希

望するならば,そ の学生が少人数の演習 を受けられ る体制 を整 えているとい

うことになる。私立大学の入学定員や教員数の実情か ら判断すると,多 くの

大学では,演 習(ゼ ミナール)を 選択科 目にすることによって,10数 名か ら

20名 程度の少人数の演習を実現 し,維 持 していると考 えねばならない。

『大学案内』のなかか ら,演 習に関わる部分 をまとめた ものを,「 資料11

年次の演習」「資料2専 門演習」として以下にあげる。大学名 は,検 討対象

の学科や コ0ス 等 を示 している。脚注のかわ りに,文 末に資料番号 とページ

を付 しているが,こ の見方については本稿末の 「資料及び出典一覧」の前書

きを参照 されたい。

資料11年 次の演習('99年 度)

1青 山学 院:入 門 セ ミナ ー1・IE:各 学 科,コ ー ス を問 わ ず,1年 次 の 必 修

科 目。1-99-2-63～68

4神 奈 川:基 礎 演 習:1年 次 の必 修 科 目 「経 営 学 部 で は他 大学 に類 を見 ない

「基礎演習」を開設 してい ます。」「基礎演 習で は,勉 学 の基 本 姿 勢 の確 立 や

科 学 的 ・論理 的 な ものの考 え方,さ ら に は学 修 上 の 基 本 的 な方 法 と技術 な

どにつ いて学 ぶ こと,す なわ ち必 要 な情 報 を探 し,資 料 を読 み,他 者 の意

見 を聞 く力,そ れ を も とに して 自 ら考 え判 断 し,自 らの 考 え を表 現 す る力

(話 す 力,書 く力,伝 え る力)を 養 う こ とを 目的 と して い ます。 た とえば,

文 章 の書 き方,ま とめ 方,資 料 の探 索 方 法,新 聞 記 事 の有 効 利 用 の 方 法 な

どが,こ れ らの 目的 を具 体 的 に示 した授 業 内容 です。」4-99-1_?1

5関 東 学 院:教 養 ゼ ミナ ー ル(4単 位):共 通 科 目の綜 合 科 目 の な か の1年 次

の選 択 科 目。5-99-1-64

6杏 林:プ レゼ ミナ ール:「 当学 部 で は これ まで も担 任 制 に代 わ る もの とし

て,1年 間 の プ レ ゼ ミナ ール を開設 して いたが,半 年 集 中教 育 として1専
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任教 員 あた り9名 の学 生 を担 当 す る学 期 凝 縮 型 のプ レゼ ミナール を開設 す

る ことに した。 これ はセメス ター制度 導入 を契機 として,こ れ まで のPer-

sontoPerson教 育 を さ らに実 質 的 に充 実 させ た い とい う目的で改正 した

もの。 これ によって学生一人 ひ と りにきめ細 か い多方面 にわた る指導が で

きるよ うになった。」6-99-1-8

「第1・ 第2セ メ ス ター に合 わ せ て40以 上 もあ るプ レゼ ミナ ー ル は,社 会 科

学科 の大 きな特 徴 。1人 の担 任 の先 生+少 人 数 の学 生 で勉 強 す る。 第2セ

メ ス ター に は先 生 もメ ンバ ー も変 わ る。 プレゼ ミナールでの勉 強の内容 は,

学 校 生 活 の過 ご し方 か ら,各 専 門分 野 の 基礎 学 習 まで バ ラエ テ ィ豊か。合

宿 やプ レゼ ミ対抗 の スポー ツイベ ン トもあ り,先 生 や 同 じプ レゼ ミの仲 間

とは 自然 と親 し くなれ る。第5セ メ ス タ ー か らの本 ゼ ミを含 め て大学時代

に3種 類 の ゼ ミを経験 で きる の は杏 林大学社会科学部 のす ごい魅力 だ。」6

-99-1-27

12産 能:情 報 環 境 演 習,経 営情 報 学 基 礎 演 習:1年 次 の必 修 科 目。12-99-1

-24

15成 躁:基 礎 演 習:1年 次 の必 修 科 目。 「プ レ ゼ ミと も称 され る「基礎演 習」

で はy2年 次 か らの 専 門 ゼ ミ 「演 習1」,「 演 習II」 に備 え,文 献 の調 べ 方,

論 理 構 築 の仕 方}デ ィス カ ッ シ ョンの方 法 な ど を学 び ます。 テーマ は,経

済 学 に限 らず,さ まざ まな分 野 に わ た って い ます。」15-99-1-26。 テ ー マ か

ら判 断 す る と経 営 学 専 門教員以外 の教員 が担当 してい る。12ゼ ミ。15-99-

1-22～27

18創 価=共 通 演 習:共 通 科 目の学 際 系 科 目の な か にあ る。18-99-1-36～37

19大 東 文化:基 礎 演 習:1年 次 の選 択 科 目の な か に あ る。19-99-1-38

経 済 学 部 で は 「1年 次 よ り少 人 数 制 の基 礎 演 習 を 開講 し,教 員 との親 密 な

コ ミュニ ケー シ ョンを図 りつつ,大 学 に お け る学 習 の しか た を身 につ ける

ことがで きる。」19-99-1-32

20高 千 穂 商科:ゼ ミナ ール1(4単 位):1年 次 か らの選 択 科 目。20-99-1-
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14

「ゼ ミナ ール は大 学 の勉 学 の真 髄 といわれ てい ます。本学 はゼ ミナール教育

を重視 し,1年 次 か ら4年 次 まで,さ ま ざ ま な形 の ゼ ミナ ール を開講 して

い ます。」「1年 次 の ゼ ミ1.は 必 修 で,ゼ ミ教 育 の 入 門 的 役 割 を果 た し ま

す。 それ は2年 次 か らの ゼ ミII.(選 択)と3年 次 か らの ゼ ミIII.・ ゼ ミIV.

(選 択 〉へ と継 続 し,一 般 の講 義 で は得 る こ との で きな い,学 究 へ の深 い満

足 感 を得 る こ とが で きるシステム となってい ます。」 「ゼ ミナール1」 テ ー

マ と担 当教 員,概 要 につ い て紹 介 が あ る。 さ まざ まな専 門分野 の教員が テ

ー マを持 って演習 を担 当 して いる
。20-99-1-21～23

21拓 殖:1年 基 礎 ゼ ミナ ール:選 択 科 目。 「幅 広 い視 野,論 理 的 思考,学 習

意欲 の 向 上 な ど,大 学 で の 「学 問 の学 び方 」 「研 究 の方法」が少人数 で学 べ

るΦ」21-99-1-9

24中 央:基 礎 演 習:1～4年 次 の 選 択 科 目 また は選 択 必 修 科 目の ようだ。こ

れ は科 目名 で はな く科 目群名。科 目名 は,「 情 報 処 理 演 習1」 「情 報 処 理 演

習II」 「簿 記 演 習1」 「簿 記 演 習II」 「計 量 分 析 演 習Ij「 計 量 分 析 演 習II」

「数 学 演 習1」 「数 学 演 習II」 専 門 の基 本 的 な 力 をつ け るた め の演習 として

位置付 け られて いる。 しか も学年 を問わない。24-99-1-40

教 養 演 習:商 学 部 の 共 通 科 目の 課 題 科 目の うちの1科 目。選 択 科 目 また は選

択 必 修 科 目。24-99-1-39

29東 京理 科:1年 次 か らの専 門 教 育:概 論 と演 習 の セ ッ ト。 「1年 次 か ら専

門 基 礎 の教 育 を始 め,会 計 学概 論,管 理 科 学 概 論,情 報 処 理 概 論,経 営 学

概 論 に そ れ ぞれ 演 習 を取 り入れ,実 践 的 な教 育 を徹 底 して い ます 。」29-99

-1-46

30東 洋:演 習1(4単 位):1年 次 の選 択 科 目。1年 次 の演 習科 目 も2年 次

以 降 の 演 習 と同 様 に,研 究 的 な性 格 の もの で あ る。「ゼ ミナール は1年 次 か

ら開 設 され,グ ル ー プ研 究 や 討論 を 中心 に演 習 が行 われてい ます。」30-99

-1-73
,75
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34法 政:「 本 学 で は主 に1・2年 次 で履 修 す る教 養 的 な科 目や 基礎 的 な専門

科 目か ら,各 学 部 ・学 科 の専 門科 目 にい た る までs少 人 数 教 育 を重 視 して

い ます 。 と くに教養 的な科 目で は,い わ ゆ るマ ス プ ロ授 業 で は な く,研 究

発 表 と討 論 を主 体 と した授 業 を行 う科 目が多 くなってい ます。 こうした授

業 ス タイル は,と くにゼ ミナー ル(演 習=略 して ゼ ミ)で 多 く見 られ ます。」

34-99-1-17

34法 政:経 済 学 部:経 済 学 科:入 門 ゼ ミ:1年 次 の必 修 科 目。 「1年 次 の 前

期 に置 か れ て い る 「入 門 ゼ ミ」 は,入 学 次 の学 生 諸 君 の不 安 を和 らげ,大

学 で の生活 と勉 学 に ス ム ー ズ に導入 す る ことを目的 とした,い わ ば大 学 入

門講 座 です 。1ク ラス45人 の ク ラス単 位 で 実施 され,専 任 教 員 が 大 学 で 行

う学 問 の方 法 をわか りやす く説 明 します。 これ は また,図 書 館 や そ の他 の

大 学 の諸 施 設 の利用法,文 献 の検 索 方 法,デ ー タ の利 用 法,レ ポ ー トの書

き方,討 論 の進 め 方,プ レゼ ン テー シ ョ ンの 方 法 な ど を学ぶ場 で もあ りま

す。 クラス担任 は勉学 や生 活上での良 き相談相手 であ り,時 に は緑 陰 の散

歩 や ソ フ トボー ル な どを共 に楽 しむ こと もあ ります。 また,外 国語 の授 業

も この ク ラ ス単 位 で行 われ ます。」34-99-166

35武 蔵:教 養 ゼ ミナ ー ル(1～4年 次,4単 位):基 礎 教 育 科 目の基 礎 科 目

の な か に}必 修 科 目 として置 か れ て い る。35-99-1-27経 済 学 部 の教 員 が

担 当 して い る よ うだ。(35-99-1-36=経 済 学 部 専 任 教 員 紹 介)内 容 につ い て

はわ か らな いが,2点 の写 真 が あ る。 「合 同 ゼ ミ(教 養 ゼ ミナ ー ル)」(35-

99-1-10),と 「教 養 ビミナ ー ル特 別 実習 」(35-99-1-12)

36明 治:教 養 演 習:教 養i科目群 の1・2年 次 の選 択 科 目。36-99-1-65

「1年 次 に は 「教 養 演 習 」 で ゼ ミ とい う勉強 の形式 を学 び 」36-99-2-10

40立 教:基 礎 演 習:「 新 入 生 に対 す る経 済 学 学 習 の オ リエ ンテー シ ョンで

す。 ゼ ミナール形式 を と り,基 礎 的 な文献 の講 読 を通 じて経 済学 お よび社

会科学 に対 す る理解 を深 め ます。」40-99-1-41

41立 正:オ リエ ンテ ー シ ョン1～IV:1年 次 か らの 科 目。演 習 形 態 の授 業 か

294国 際経営論集No.16・171999



どうか はわか らない。41-99-1-29

42和 光:プ ロゼ ミ:「1年 次 の プ ロゼ ミは経 営 学 を学 ぶ ための導入部 にあた

る授業 で,そ の 後 の 学 習 の基 礎 とな り ます。」42-99-2-20

43早 稲 田:総 合 教 育 科 目演 習(4単 位):⊥ 生 次 か ら履修 で き る総 合 教 育 科

目 のIV類 の な か に あ る。 内 容 等 はわ か らない。43-99-1-62

資料2専 門演習

1青 山学 院:「 演 習1」(3年 次),「 演 習11」(4年 次):各 学 科,各 コー ス の

選 択 科 目。1-99-2-63～68

2亜 細 亜:ゼ ミナ ー ル(3・4年 次):専 門選 択 科 目。2-991-3D～31

3桜 蔓林:ゼ ミ も し くは研 究 テ ー マ:全 学 的 に3年 次 で 「ゼ ミ も し くは研 究 テ

ー マ を設定 し
,少 人 数 ク ラス構 成 の なか で 専 門 コース能力 を磨 いて い きま

す。」3-98-1-12

4神 奈川:「 演 習1」(2年 次),「 演 習lI」(3年 次),「 演 習1!1」(4年 次):各 年

次 の必 修 科 目。4-99÷73,75

5関 東 学 院:「 ゼ ミナ ール1」(2年 次,2単 位),「 ゼ ミナ ー ルII」(3年 次,

4単 位),「 ゼ ミナ ー ルIll」(4年 次,4単 位):選 択 ・必 修 の 区 分 は不 明 。5-

99-1-30

6杏 林:rゼ ミナ ー ル 」:「 今 回 の セ メス ター制 度 の導 入 に よって,多 くの 学

生 が 実質 的 に専 攻 分 野 を決定 す る時期 で ある2年 次 の後 半,つ ま り第4学

期 か らス ター トす る こ とが可 能 にな った。 開講 時期 を早 め るこ とによ りゼ

ミナールの単位数 は従来 の8単 位 か ら卒 業 研 究(卒 業 論 文)を 含 め14単 位

に増 え,ゼ ミナ ー ル を 実 質 的 に重 視 す る こ とが で きる ようにな った。」6-

99-1-8

10国 士 舘:「 経 営 学 演 習 」(2年 次 後 期),「 演 習1」 「演 習lU(3年 次),「 演
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習111(卒 業 論 文 を含 む)」(4年 次):各 年 次 と も選 択 科 目。10-99-1-38～39

11駒 澤:「 演 習1」(2年 次),「 演 習Il」(3年 次),「 演 習iu」(4年 次):豆

門 科 目 の選 択 科 目。 経 営 学 専 門教員 のみが担 当。11-99-1-45～46

12産 能:「 演 習」(3年 次,4単 位),「 卒 業 研 究」(4年 次,6単 位):「 履 修

を強 く薦 め る科 目」。12-99-1-25,32～33

13上 智:ゼ ミナ ー ル(3・4年 次):「 両 学 科 の ゼ ミは相 互 乗 り入 れ が可能

で,学 生 は互 い に刺 激 し合 い な が ら,そ れ ぞ れ の 自主性 を育 んで い ます。」

「3・4年 次 の2年 間 に わ た る10人 前 後 の ゼ ミはi最 も重 要 な科 目の0つ で

す。」選 択 必 修 の 区分 は不 明。13-99-1-30,32

15成 躁:「 演 習1」(2年 次),「 演 習11」(3年 次):専 門科 目の必 修 科 目。

「卒 業 論 文 演 習」(4年 次):専 門 科 目の選 択 科 目。 「「演 習1・II」 は,ひ と

つ の テー マ に沿 っ て専 門 分 野 をよ り深 く学 ぶゼ ミです。内容 や進行 方法 は

主宰す る教員 に よって異 な りますが,多 くの ゼ ミで,グ ル ー プ単位 ・個 人

単 位 の レポ ー ト作成,発 表,討 論 が 実施 され ます 。 また ほ とん どの場合,

「演 習1」 で 選 ん だ テ ー マ は,同 じ指 導教 員 の も と,「 演 習II」 で も引 き続

き取 り組 む こ とに な ります。」2年 次 …12ゼ ミ,3年 次 …11ゼ ミ,4年 次 …12

ゼ ミ。15-99-1-22～27

16成 城=「2年 次 ゼ ミナ ー ル」 「3年 次 ゼ ミナ ー ル 」 「4年 次 ゼ ミナ ール(卒

業 論 文 を含 む)」:専 門 科 目の 必 修 科 目。 「2～4年 次 必 修 の ゼ ミナ ー ル で

は,教 員 と学 生 が コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを図 りなが ら,少 人 数 の ク ラ ス で テ

ー マ を絞 り込 んだ学習 を展開。他大学 との研 究発表,企 業 調 査 や企 業 との

共 同研 究 な ど も活 発 に行 われ てお り,経 営 学 科 で学 ぶ大 きな魅 力 の ひ とつ

が,こ の 生 き生 き と した ゼ ミナ ー ル にあ ります。」16-99-1-21

17専 修:「 ゼ ミナ ー ル 」(3年 次 ・4単 位),「 ゼ ミナ ー ル 」(4年 次 ・4単

位),「 卒 業 論 文 」(4年 次 ・4単 位):専 門 科 目の 選択 科 目の 「共 通 」 科 目。

17-99-1-17

18創 価:「 基 礎 演 習」(2年 次 ・2単 位):専 門 科 目の 選択 科 目。18-99-1-4
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「演 習1・ll」(各2単 位,3年 次),「 演 習ll1・IV」(各2単 位,4年 次):

専 門 科 目 の必 修 科 目。15-99-1-4「 ゼ ミナ ール ー 覧 」 を見 る と,経 営学 専

門 の ゼ ミの み。18-99-1-40～41

19大 東 文 化:「 経 営 学演 習 」(3・4年 次):選 択 科 目。 「基 礎 演 習 を1年 次

に,専 門演 習 を3～4年 次 に開講 。 多 彩 な テ ー マ か ら,興 味 あ る分 野 を集

中 して学 べ ます。演習 の多 くは教 員の研 究室 で行 われ,教 員 と学 生 の 「ふ

れ あ い 」 の場 とな ってい ます。」19-99-1-38。 ゼ ミナ ー ル ー 覧 あ り。 経 営

学,情 報 科 学 専 門 ゼ ミの み。9-99-1-40

zo高 千 穂 商 科:「 ゼ ミナ ー ルll・Ill・IV」(2・3・4年 次):選 択 科 目。 「ゼ

ミナ ー ル は大 学 の勉 学 の真髄 といわれてい ます。本学 はゼ ミナール教育 を

重視 し,1年 次 か ら4年 次 まで,さ まざ まな形 の ゼ ミナ ー ル を開講 してい

ます。」 「1年 次 の ゼ ミ1.は 必 修 で,ゼ ミ教 育 の入 門 的 役 割 を果 た し ます。

それ は2年 次 か らの ゼ ミII.(選 択)と3年 次 か らの ゼ ミIII.・ゼ ミIV.(選

択)へ と継 続 し,一 般 の講 義 で は得 る こ との で き ない,学 究 へ の深 い満 足

感 を得 る こ とが で きるシステム とな ってい ます。」 「ゼ ミナールII・III・IV」

テ ー マ と担 当教 員,概 要 につ い て紹 介 が あ る。 ゼ ミご とに,募 集 年 次 が 設

定 され て お り,あ る もの は,「2年 次 」}「2～4年 次 」 「3・4・ 年次 」 な

ど。商 学 群 ・会 計 学 群 ・経済学群 ・法学群 ・総 合群 の 区分が あ る。20-99-

1-26=一一一2$

21拓 殖:「 プ ロゼ ミナ ール 」(2年 次):各 コー ス と もに選 択 科 目。

「3年 ゼ ミナ ール 」:必 修 科 目,「4年 ゼ ミナ ール ゼ ミナ ール 論 文 」=選 択

科 目。「1年 次 に選 択 した 基 礎 ゼ ミナ ー ル をさ らに発 展 させた い,3年 次 か

ら必 修 の ゼ ミよ り も先 に専 門 を学 びた い,専 門 分 野 の研 究 に時 間 をか けた

い な ら,プ ロ ゼ ミナ ー ル を選 択 して も。」21-99-1-9

22多 摩:「 基 礎 演 習」(2年 次 春):必 修 で は な い。

「演 習1」(2年 秋),「 演 習ll」(3年 春),「 演 習lIl・ 企 業 実 習」(3年 秋),

「演 習IV」(4年 春),「 演 習V・ 卒 業 課 題 制 作 」(4年 秋):「 一 般 春 コー ス」
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の場合,「 演習V」 または 「卒業課題制作」のどちらかが必修。カ リキュラ

ム 上,演 習 関 係 は 「創 出 」に分 類 さ れ て い る 。22-99-1-9～10,22-99-1-12

24中 央:「 演 習1」(3年 次),「 演 習II演 習 論 文 」(4年 次):経 営 学 科 の 科

目群 の うちの専門演習。選択科 目また は選択 必修 科 目の ようだ。24-99-1一

40

26東 海:「 経 営 学 演 習1」(4単 位 ・原 則 と して3・4セ メ ス ター),「 経 営

学 演 習ll」(4単 位 ・原則 と して5・6セ メ ス ター):必 修 科 目。 「経 営 学総

合 演 習 」(4単 位):選 択 科 目。26-99-2-8～9,11

27東 京経 済:「 演 習 」(2年 次 ～),「 研 究論 文 」(3年 次 ～):い ず れ も関 連

履 修 科 目 に位 置 付 け られてい る。 なお,カ リキ ュ ラ ム の科 目分 類 は重 点 履

修 科 目,選 択 履 修 科 目,関 連履 修 科 目か らな る。 「演 習 」は2年 次 か らの展

開 科 目の 関連 科 目 に あ り,「 経 営 学 演 習 」 「会 計 学 演 習 」 「商学演 習」「経済

学 演習」「法学 ・政治学演習」 「社 会学演習」が あ る。 「研究論文 」 は,3年

次 か らの展 開科 目の 関連 科 目で あ る。27-99+23

「演 習 」(2年 次 ～):総 合 教 育 科 目の分 野 で設 け られ て いる。27-99-1-23

29東 京理 科:「 ゼ ミナ ール1」(2年 次):コ ー ス ご との選 択 科 目。

「ゼ ミナ ールll」(3年 次)=必 修 科 目。 「少 数 の学 生 が1人 の指 導 教 授 の も

とに集 い,直 接 経 営 学 に関 す る研 究 指 導 と教育 を受 けるこ とがで きます。」

「卒業研 究」(4年 次):必 修 。29-99-1-46

30東 洋:「 演 習lI」(2年 次,4単 位),「 演 習lll」(3年 次,4単 位),「 演 習

1V」(4年 次,4単 位),「 卒 業 論 文 」(4単 位):す べ て選 択 科 目。 「ゼ ミナ

ー ル の活 動 は,教 室 の 外 で も盛 ん に行 わ れ て い ます。学部 内で は学生 と教

員 によって組織 され る 「経営学会」 の主催 に よる研究発表大会が年 に1回

開 か れ て い ます 。 また学 内 に とどまらず,ほ か の大 学 の ゼ ミナ ー ル との交

流 や研 究活動 も行 われてい ます。」30-99-1-73,75

32日 本:「 ゼ ミナ ー ル 置・川」 「卒 業 論 文」:専 門教 育 科 目(各 学 科共 通)の

な か にゼ ミナ ー ル部 門 が あ る。 いずれ も☆ はつ いて いない。選択 科 目だ ろ
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う。32-99-3-5

34法 政:「 演 習 」(2年 次,4単 位):全 コー ス選 択 科 目。 「演 習 」(3・4年

次,6単 位):全 コー ス選 択 科 目。34-99-1-fi1「 海 外 で研 究 活 動 した り海 外

合 宿 を行 うゼ ミも」 「文系学部 ゼ ミナール(演 習)の 開講 年 次 」表 あ り。34-

99-1-17

34法 政:経 済 学 部:経 済 学 科(参 考):「 プ レゼ ミ」(2年 次 後 半):選 択 科

旦 。 「2年 次 後 半 に置 か れ て い る「プ レゼ ミ」は,20名 以 下 の ゼ ミナ ー ル(演

習)形 式 で 行 わ れ る もの で,プ レゼ ンテー シ ョンの仕 方,論 文 作 成 技 術 ,

資 料 収 集 や 調 査 の方 法 な ど を指 導 し,3年 次 か らの 「ゼ ミナ ー ル 」 へ の架

け橋 の役割 を果 た します。学生諸君 は,自 らの関 心 に従 っ て,開 講 され て

い る多 くの プ レゼ ミの 中か ら自由に__..つを選 択 す る こ とが で き ます
。「入門

ゼ ミ」 とは異 な り,同 じよ うな問題 意 識 を持 った 仲 間 と勉学 の機 会 を もつ

ことがで きるのが 「プ レゼ ミ」の特色 です。 経済学 の分野 だ けで な く,情

報,文 化,環 境,歴 史,哲 学,自 然 科 学,語 学,数 学,文 学 に つ い て の 多

彩 な メ ニ ュー が揃 って い ます。」34-991-66～67

「ゼ ミナ ー ル 」(3・4年 次):選 択 科 目。

「3・4年次 に は,2年 間 を通 して ゼ ミナ ー ル が 設 置 され てい ます。個 々で は

各教員 の専 門分野 に応 じた高度 な教育 と研 究が行 われ ます。 ゼ ミナールで

の2年 間 の学 習 は,学 生 生 活 の 中心 をな す もの で あ り,諸 君 の人 生 に とっ

て大 きな意 義 を もつ ことになるで しょう。 ゼ ミ合宿s進 級論 文 や 卒 業 論 文

の 作 成,数 度 に及 ぶ報 告 や プ レゼ ン テー シ ョン,デ ィベ ー ト,コ ンパ,等

な どを通 じて,教 員 や ゼ ミナ ー ル仲 間(先 輩 ・後 輩)と の深 い信 頼 感 が築

き あ げ られs経 済 学 部 生 と して の 自 覚 と 自信 が生 まれ ます。」34-99-1-

66～67

35武 蔵:「 専 門 ゼ ミナ ール 第1部 」(2年 次,4単 位):必 修 科 目。 「専 門 ゼ

ミナ0ル 第2部 」(3年 次,4単 位):選 択 必 修 科 目。「専 門 ゼ ミナ ール 第3

部 」(4年 次,4単 位):選 択 科 目。35-99-1-31「96年 度 か らス ター トした
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新 しいカ リキ ュラムで は,各 人 が 自分 自身 の 関 心 や興 味 を大切 に し,主 体

的 に学 ぶ こ とが で き る よ うに,必 修 科 目 を弾 力 化 し,科 目の 選択 の幅 を広

げ ま した 。(略)ま た ゼ ミナー ル制 度 を よ り一 層 充実 し,4年 間 に わた って

希 望 す るす べ て の学 生が履修 で きるように しました。 ゼ ミナール を中心 に,

関 連 す る科 目 を有 機 的 に結 び つ けて学 習 を進 める ことによって,体 系 的 な

専 門 知 識 を身 につ け る こ とがで きる ように科 目が配置 され てい ます。」35-

99-1-26

36明 治:「 演 習1」(2年 次),「 演 習II」(3年 次),「 演 習m(卒 業 論 文 指 導)」

「演 習ll1(卒 業 論 文 指 導)」(4年 次):い ず れ も選 択 科 目。36-99-1-63

「経 営 学部 の学 生 生 活 の 中心 はゼ ミナール に ある とい えます。1年 次 に は

「教 養 演 習 」で ゼ ミ とい う勉 強 の形式 を学 び,2年 次 か ら希 望 者 の9割 が所

属 可能 な専 門 ゼ ミへ 進 み ます。15～20名 の 同級 生 が,ゼ ミナ ー ル合 宿,学

内発 表 会sイ ンナ ー(関 東 ブ ロ ック大 会),イ ン ター大 会(全 国大 会),論

文 応 募,OB会,ス ポ ー ツ大 会 な どの充 実 した活 動 を行 い,多 くの先 輩 ・友

人 と出会 う貴 重 な場 となってい ます。」36-99-2-10

37明 治 学院:「 演 習A(1)(2>」 「演 習B」 「卒業 論 文 」:C群 科 目。 い ず れ も選

択 科 目。 学 年 配 当等 は不 明。37-99-1-42

40立 教:「 ゼ ミナ ー ル 」(2～4年 次),「 ゼ ミナ ー ル 」(単 年 度)(3,4年 次):

自 由選 択 科 目。40-99-1-45「 各 教 員 の専 門 分 野 の テ ー マ の も とに2年 次 か

ら4年 次 までの3学 年 が と もに学 び ます。1つ の ゼ ミナ ー ル は20名 程 度 の

少 人 数 で,熱 気 に満 ち た討 論 が繰 り広 げ られ,フ ィー ル ドワー ク もふ まえ

て経 済 ・経 営 をい きい き と語 る力 を身 につ けて い きます。」40-99-1-41

41立 正:「 ゼ ミナ ー ル1・2」(2年 次 ～),「 ゼ ミナ ー ル3・4」(3年 次

～) ,「 卒 業 論 文 」 「チ ュー タ実 習1・2」(4年 次):必 修 ・選 択 科 目の 区別

は不 明 。41-99-1-29。 「2年 次 の ゼ ミで は,社 会 科 学 的 な思 考 法 を養 い,レ

ポ ー トの作 成 方 法 や討 論 ・発 表 の仕 方な ど,経 営 を学 ぶ た めの 基礎 知識 を

修 得 。3～4年 次 の ゼ ミで は,各 自の研 究 テ ーマ を 同 じ指 導 教 員 の もと,
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2年 間 にわ た っ て専 門 的 に学 ぶ こ とがで きます。3年 間 の一 貫 した 少人 数

教 育 に よ り,教 授 や ゼ ミ生,OBと の 間 に深 い人 間 的 ・学 問 的交 流 が生 まれ

ます。」41-99-1-28

42和 光:「 ゼ ミナ ー ル1・Il」(3・4年 次):選 択 科 目。42-99-2-21

43早 稲 田:「 専 門 教 育 科 目演 習 」(3・4年 次:4単 位):専 門 教 育 科 目 とし

て,コ0ス にか か わ りな く履 修 で き る。 必修 で はない ようだ。43-99-1-62

「商 学 部 の特 色 は演 習(ゼ ミナ ー ル)の 充 実 にあ る とい わ れ て い ます。 ゼ ミ

は少人数教育 によって高度 な教育 を行 う場 であ る とともに,教 員 と学 生,

学 生 相 互 の親 しい接 触 の機 会 を提 供す る ところです。大学 と終 生 のつなが

りはゼ ミの絆 による といって も過言で はあ りませ ん。商学部 には3年 次 生

お よび4年 次 生 を対 象 とす る ゼ ミが コー ス制 に対 応 して総計 で130ほ ど設

置 され て お り,ま た1年 次 生 お よ び2年 次 生 対 象 の演 習 も あ り ます 。」43-

99÷61「 コ ー ス制:5コ ー ス の選 択 は学 生 が2年 次 の秋 学 期 に公 募 す る

演 習(ゼ ミ)の 属 す る コー ス に よ って 決 定 し ます。」43--99--1-61

3.セ メ ス ター制 度

『大 学 案 内』で学 部 教育 を紹介す る ときの 「大 きな 目玉」と位置付 ける こと

がで きるほ どに,セ メ ス タ ー制 度 を実施 して い る学部 ・学科 では,こ の点 を

強調 して い る。各 大 学 の'99年 度 カ リキ ュ ラム を み る と,多 くの大 学 で は従 来

4単 位 で あ った 科 目が1・IIに 分 割 され,各2単 位 科 目 とな っ て い る。 しか

し,半 期 ご とに単 位 を認 定 す るか ど うか はわか らな いので,今 回 の報 告 で は,

「セ メ ス タ ー 制 を実 施 」 と明 記 して いる場合 の み を,セ メ ス タ ー制 度 実 施 学

部 ・学 科 と した。 これ らの実施 形態 についてみ る と,大 学 全 体 が セ メ ス ター

制 度 を実施 して いる場 合 と,一 学 部 が他 学 部 に先 だ っ て,セ メ ス タ ー制 度 を

実 施 して い る場 合 が ある。 さらに,セ メ ス ター制 度 を実施 して い る学部 ・学

科 の開講科 目につ いて みる と,前 期 ・後 期 の 開講 科 目が 同 一 の ケース はまれ
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であ り,む しろ主要科 目は前期 ・後期に開講するが,選 択科 目は前期 ・後期

の どちらかで開講 しているケースが一般的である。また,語 学科 目や演習(ゼ

ミナール)の 半期科 目化 も実現 されてお り,こ れ らの科 目は,1年 間 を1・

IIに分 けるか,半 期の1週 間に2回 開講するという方法で構成されている。

各大学の 『大学案内』で述べ られているセメスター制の利点は次のように

まとめることがで きる。

① 学生が,在 学中であ りなが ら全 く授業 を取 らない学期 をもつ ことがで

きる。 これにより,学 生の自由なチャレンジが可能 になる。

② 科目の学年配当の自由化 とも重 なって,1科 目を履修で きるチャンス

が増 えて,多 い場合 は8回 になる。

③1学 期 に履修する科 目数が減るので,余 裕を持った予習 ・復習ができ

る。

④ 海外留学や外国人留学生の受入れがスムーズにな り,留 学先(提 携校

等)で 修得 した30単 位が卒業単位 として認定 されることと合わせて,在

学4年 間での卒業が より現実的 になる。

⑤ 秋季入学をスムーズに実施することもできる。

各大学のセメスター制実施 に関わる状況 と説明等 をまとめた ものが,「 資

料3セ メスター制度の導入」である。資料1・ 資料2と 同様に大学名は,

原則的に検討対象 とする学部 ・学科を示 している。

資 料3セ メ ス ター制 度 の 導 入('99年 度)

1青 山 学 院:各 科 目1・IIが 原 則 とな っ て い るが,セ メ ス タ ー 制 度 に つ い て

は 言 及 さ れ て い な い 。1-99-1-40～41,54,1-99-2-63～68

2亜 細 亜:原 則 的 に セ メ ス タ ー 制 を 導 入 。2-99-1-16,2-99-1-29

4神 奈 川:多 くの 科 目が1・IIに 分 か れ て お り,半 期 科 目 に な っ て い る が,

セ メ ス タ ー 制 に つ い て の 言 及 は な い 。4-99-1-70～73
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6杏 林:1998年4月 か ら8セ メス ター制 を実施 。 各 セ メ ス ターで履修 で きる

単位 の上 限 は24単 位 。 下 限 は設 けて い な い。124単 位 ÷24単 位X5 .2。6セ

メ ス タ0の 講 義 を受 けた 時 点 で 卒 業 必 要 単位数 は ク リアで き る。 「つ ま り

残 りの2学 期 は特 別 プ レゼ ミナー ル に さ え登録 してお けば,す べ て の 時 間

を 自分 の大 学 生 活 に合 わせて過 ごす ことが可能 なのだ。 しか もこの空 き学

期 は,ど の 時 期 に充 て る こ と もで き るので,海 外 留 学,ボ ラ ンテ ィア,ス

ポ ー ツ,実 務 体 験 あ るい は就 職 活 動 な どの,目 的 に合 わ せ,自 分 自身 で個

性 的 な大 学 生 活 を プ ラ ンニ ングす るこ とがで きる。」6-99-1-5

前 期 ・後 期 に分 か れ て授 業 が あ る科 目について,「 科 目名 に1及 びIIが 付 さ

れ る科 目は両 科 目の連 続 履 修 を条 件 とし,A及 びBを 付 され る科 目 は連 続

履 修 を条 件 としない科 目であ る。」 とい う区別 を してい る。fi-99-1-28

12産 能:毎 年 各 学 期 の は じめ に履修 登 録 をす る(制 限 単位:前 ・後 そ れ ぞ れ

24単 、位),1回 の 授 業 は80分 。 前 期(4月 か ら7月),後 期(9月 か ら12

月)。 ほ とん どの授 業 が 前 学 期 また は後学期 で修 得で きる。科 目に よっては

1年 間 で修 了 す る もの もあ る。12-99-1-24～25,30

18創 価:1999年 度 か らセ メ ス ター 制 の 導 入 。 演 習 関係 も前期 ・後期 に分 か

れ ている。18-99-1-4,18-99-1-34

19大 東 文化:語 学 も含 め 半 期 科 目が 多 く,1・II,A・Bと い う表 記 が 多

い。19つ9-1-38セ メ ス タ ー制 度 につ い て の 明記 はない。

22多 摩:セ メ ス タ ー制 。 前 期 に1,後 期 にIIと い う形 。カ リキ ュ ラ ム の具

体 的 な例 は,「 一 般 春 コー ス」 の ものが あ げ られてい る。演 習 もすべて半期

科 目。22-99-1-9～10

26東 海:全 学 。 「特 色1セ メ ス ター制 度 学 びの ス タ イ ル コ ミュニケ0シ

ョン個 人 流 学生 の 自己 実 現 をサポー ト ・個 々の意思 に合わせ て履修 が 自

己設計 で きる」

春学期(4か ら9月)秋 学 期(10か ら3月)各15週 「履 修 申告 の 機 会 が 倍

増 す るわ け です か ら,個 性 的 な履 修 計 画 が た て や す くな る とい う こ とで
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す。」 「学生 は自分の学修段 階や志 向す るもの を自ら見 つめなが ら軌道修正

し,科 目を選 択 す る こ とで,自 分 自身 の方 向性 を位 置 づ けて い くこ とがで

きます。」卒業 のた めには124単 位 必 要 。1セ メ ス ター に24単 位 を上 限 と し

て履 修 で き る。自主 的 に空セ メスター を作 る ことも可能 。「こうした時間 を

利 用 して,海 外 留 学 や 社 会 活 動 に参 加 す る こ とも認 め られてお り,留 学 先

で の修 得 単 位 を卒 業 要 件 単 位 として換算 で きる可能性 もあ ります。」26-99

-1-6

「99年度 か ら空 セ メ ス ター を利 用 して の学 園内留学が可能 に」

セメスター制度導入 のその他 のメ リッ ト。今 まで1年 間 か か って学 修 して

い た ものが,週2回 の授 業 にな り半 年 間 で履 修 。 そのた め,集 中 的 に勉 強

で き,同 時 履修 科 目 も少 な くな るの で,学 生 が 自主 学 修 に割 く時 間 を作 り

や す くす る。

・端的 な利 点。必修科 目 も8回 履 修 の チ ャ ン ス。 リカバ リー が早期 にで き

る。

・他 の キャ ンパ スで の履修 も,空 きセ メ ス タ ー を利 用 して可 能 にな る。

・今後 も多様 な計画 あ り。26-994-6～8

30東 洋:セ メ ス ター制 度 を実施 して い る。30-99-1-4

32日 本:セ メ ス タ ー制 度 を実 施 して い る。32-99-}6

37明 治 学 院:経 営 学 科 で は準 セ メス ター制 を実施 。全学 でセメスター制度 を

実施 。「国際学部 では'98年 度4月 か らセ メ ス タ ー制 を実 施 し,他 の4学 部

も移 行 措 置 として準 セ メ ス ター制 を開始 し ます。いずれ は全学部 が,海 外

の大 学 と同 じ完全 セ メス ター制 とな ります。」37-99-1-13～14

40立 教:全 学 共 通 カ リキ ュ ラム で は,セ メ ス ター制 を新 た に採 用 して いる。

40-99-1-11

43早 稲 田:「 セ メ ス タ ー制:商 学 部 の学 期 は4月 ～7月 の 春 学期 と9月 ～2

月 の秋 学 期 で す 。 各 学期 ご とに科 目を選 択 ・登録 し,1科 目 につ き週2回

の授 業 で3半 年 間 で 集 中的 に学 ぶ こ と を原 則 としてい ます。予習,復 習 の
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効率化,時 間 の有効 利 用,留 学 に便 利,と い った メ リッ トが あ り ます。」43

-99-1-61

む す び

本稿では,'99年 度 『大学案内』を資料 として,経 営学関係学部・学科の 「特

色」 とその傾向を把握 した。複数の類似 の学部 ・学科 を並行 して検討するこ

とによって,各 大学の 『大学案内』 において 「特色」 として強調 されている

点が,む しろ共通点 となって浮かび上がってきた。

大学審議会の答申 とそれに基づ く大学設置基準大綱化の趣 旨に即 しなが ら,

様々なニーズを持 つ学生を受 け入れる体制づ くりと同時に,激 変する社会の

中で企業人に求められている力 を育てる体制づ くりのために,ど れだけ魅力

ある教育活動 を形成す るか。 この問いに対する各学部 ・学科の模索が教育活

動の 「特色」 となって表れている。大学 ごとに様々な取 り組みがあるが,一

言でいうな らば,学 生が目的に応 じた学生時代の過 ごし方を選択で きる幅を

広げるための様々な方法が,大 学 ・学部 ・学科の 「特色」 としての価値 をも

つようになっている。それゆえ,今 後 の大学には,そ の方法の成果 に対する

責任 ある対応 と,柔 軟な修正力がよ り一層求められるのであろう。

今後の研究課題 として,ま ず,'99年 度の 『履修要覧』に もとついて,各 学

部 ・学科 ごとの 「特色」の具体化の実際を調べる。 さらに各大学 ・学部運営

の基盤 となっている諸条件 を明確 にしなが ら,各 大学の教育理念や学部 ・学

科の教育 目標 と,カ リキュラムの関係 について研究を進めたい。

資料及び出典一覧

以下の資料の書名は,ま ず,背 表紙 の書名 か ら採 り,背 表紙 に書名 がない場
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合 に は,表 表 紙 の書 名 か ら特 定 した 。整 理 番 号 の 最 初 の 数 字 は,大 学 名 を五 十

音 順 に並 べ た もの で あ り,2番 目は資 料 に付 され て い る年度,3番 目 は資 料 の

種 別 に よ って,大 学 案 内 関 係 は1,入 学 試 験 情 報 中 心 の 資 料 は2,そ の他,学

部 紹 介,授 業科 目一 覧 等 は3と した 。 な お,本 論 の脚 注 が わ りの表 記 の4番 目

の 数字 は,各 資 料 のペ ー ジ を示 す 。

1-99-1:『 青 山 学 院 大 学 進 学 案 内1999』

1-99-2:『 青 山学 院 大 学 進 学 資 料1999』

2-99-1=『1999大 学 案 内AsiaUniversity・AsiaUniversityJuniorCol-

lege』

3-98-1:『OBIRIN桜 美 林 大 学 ・桜 美 林 短 期 大 学1998University&Jr.

CollegeCampusGuide

4--99--1:『TheWayFROMKANAGAWAUNIV.FOR1999』

5-99-1:『KGUGUIDEBOOK1999関 東 学 院 大 学 』

6-99-1:『1999杏 林 大 学 進 学 ガ イ ド』

10-99-1:『 大 学 案 内1999国 士 舘 大 学 国士 舘 短 期 大 学 』

11-99-]:『KOMAZAWAVOICE1999KOMAZAWAUNIVERSITYAND

KOMAZAWAJUNIORCOLLEGE

12-99--1QSANNOADMISSIONS1999

13-99-1SophiaUniversityGuidebook1999

15-99-1:『SEIKEIFIELD1999成 蹟 大 学 』

16-99-1:『 成 城 大 学 成 城 大 学 短 期 大 学部1999大 学 案 内 』

17-99-1:『SENSHUUNIVERSITY1999「 自分 の坂 」を上 る。 専 修 大 学 』

18-99-1:『OpenYour21CenturyatSOKA創 価 大 学/創 価 女 子 短 期 大 学

キ ャ ンパ ス ガ イ ド1999』

19--99-1×1999CROSSINGDAITOBUNKAUNIVERSITY

20-99-1:『 高 千 穂 商 科 大 学TAKACHIHOUNIVERSITY1999大 学 案

内 』

21-99--1:『1999TakushokuUniversityPassport拓 殖 大 学 』

22-99-1:『 世 界 を手 に入 れ るた め に 多摩 大 学 』

24-99-1:『CHUOUNIVERSITY19991NFORMATION中 央 大 学 』

26-99-1:『1999進 学 ガ イ ドPERFECT東 海 大 学 』

26-99-2:『1999東 海 大 学 政 治経 済学 部 経 営 学 科 』
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27-99-1

29-99-1

30-99-1

32-99-1

32-99-3

34-99-一 一1

35--99--1

36-99-1

36-99-2

37-99-1

40-99-1

41-99-1

42-99-2

43-99-1

『SPACE・1999東 京 経 済 大 学 東 京 経 済 大 学 短 期 大 学部 』

『SCIECEUNIVERSITYOFTOKYO1999』

『TOYOUNIVERSITY1999GUIDEBOOK』

『総 合 大 学 の理 想 像 をめ ざす 日本 大 学1999』

『1999日 本 大 学 授 業 科m覧 』

『HOSEIUNIVERSITY1999』

『MasashiUniversity'99大 学 案 内』

『明治 大 学1999GUIDEBOOK』

『明 治 大 学 経 営 学 部'99学 部 案 内 』

『明 治 学 院 大 学'99大 学 案 内 』

『立 教 大 学 』

『ARCH1999RISSHOUNIVERSITY』

『和 光 大 学 受 験 ガ イ ド1999』

『1999早 稲 田 大 学 入 学 案 内』
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